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Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果 

 

仙台高等専門学校は、大学改革支援・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ａ 研究活

動の状況」において、目的の達成状況が良好である。 

 

当該選択的評価事項Ａにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 競争的研究資金の獲得による教育研究環境の充実のために、教員が科学研究費助成事業、共同研究、

受託研究、寄付金等の申請・獲得を積極的に行うよう、研究推進センター及び事務部企画室を窓口とし

た支援体制をとっており、公募情報の定期的な配信、申請書の説明会、科学研究費助成事業による外部

資金の獲得実績が豊富な講師による講演会の開催等を実施することにより、高いレベルの外部資金獲得

状況を継続している。 

 

 

仙台高等専門学校は、大学改革支援・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ｂ 正規課

程の学生以外に対する教育サービスの状況」において、目的の達成状況が良好である。 

 

当該選択的評価事項Ｂにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの提供に関して、地域企業技術者のスキルアップ支援によ

る人材育成、低年齢層からの理工系教育の地域貢献活動、ＩＣＴ活用・教育支援の推進を目的として、

企業等の一般社会人に対して専門知識を学習する機会の提供、近隣の小中学校への出前授業の実施、小

学生から一般社会人までに対して広い分野で学習する機会を提供する公開講座の開催等の活動を継続

的に実施してきており、安定した参加者数や参加者の高い満足度から見て、成果を上げている。 
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Ⅱ 選択的評価事項ごとの評価 

 

【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ａ－１－① 高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、機能しているか。 

 当校の研究活動は、三つの重点目標に基づいて実施している。 

 当校の重点目標の一つである「教員の研究活動による専門技術分野への学術的貢献がもたらす教育的資

質の向上と、それによる教育内容の充実」については、準学士課程の各学科と専攻科課程に所属する教員

は、教育活動と連携しながら専門の研究分野において研究を遂行し、準学士課程の卒業研究及び専攻科課

程の専攻研究に還元するという形で進めている。 

 各教員の研究業績等は、当校ウェブサイトで公開しており、また、国立高等専門学校機構の国立高専研

究情報ポータルのシーズ集からも研究業績は閲覧できるようになっている。 

 教育研究の支援として、教育研究経費、卒業研究及び専攻研究への指導経費として学生教育経費、実験

等経費を配分し、研究環境の整備と研究の活性化を図っている。校内の研究の活性化を図るため、教員の

縦横連携による専門分野の融合をテーマとしたグループ研究を推進しており、個人の研究エフォートの不

足をグループで補っている。 

 当校の研究・教育活動及び産学連携活動等の拠点として、高度技術の集積促進を図り、研究・教育活動

及び地域貢献活動を推進することを目的とする研究推進センターを設置している。研究推進センターには、

地域連携による教育・研究の総合コーディネーション、産学官連携戦略展開の東北地区拠点及び校内共同

教育研究施設として、研究機関・企業等との連携及び競争的資金の獲得のため地域イノベーションセンタ

ー、産学官共同教育の推進拠点及び校内共同教育研究施設として、地域産業界との連携による共同教育を

担う人材育成、共同教育の推進のためＣＯ－ＯＰ教育センター、ＩＣＴ先端開発・教育展開拠点及び校内

共同教育研究施設として、地域産業との連携により、人材育成、サービス事業等の社会貢献の推進のため

ＩＣＴ先端開発センターの３センターを設置している。 

 研究推進センターには、仙台高等専門学校知的財産委員会規則に基づく知的財産権取得の支援のための

委員会と、仙台高等専門学校人間対象研究倫理委員会規則に基づく研究倫理に沿った研究支援のための委

員会を設置している。 

 二つ目の重点目標「共同研究、受託研究及び技術相談による地域を含む産学官との連携強化」について

は、研究推進センターにおいて地域企業技術者との連携による教育を推進している。 

 地域を含む産学官との連携強化のために、数多くの機関との協定を結ぶことにより、地域社会・産業界

との連携・協力を推進し、地域産業の発展等地域振興に寄与するとともに、高等専門学校の教育研究の振

興を図ることを目的として、仙台高等専門学校産学連携振興会（以下「産学連携振興会」という。）を設置

し、高等専門学校の教育研究活動の支援を行っている。 

 三つ目の重点目標「競争的研究資金の獲得による教育研究環境の充実」については、教員が科学研究費

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

Ａ－１ 高等専門学校の目的に照らして、必要な研究体制及び支援体制が整備され、機能しており、研

究の目的に沿った活動の成果が上がっていること。 
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助成事業（以下「科研費」という。）、共同研究、受託研究及び寄付金の申請、獲得のため、研究推進セン

ター及び事務部企画室が支援を行っている。 

 科研費をはじめとする申請書の説明会や科研費獲得の実績が豊富な講師による講演会を開催し、申請に

対する支援を行っている。また、当校には、産学官連携コーディネータ並びに知的財産コーディネータを

配置しており、外部資金応募及び知的財産権申請への支援体制を整備している。さらに、県内の産学連携

ネットワークにおいて、校長及び副校長が当校教員の研究テーマをアピールし、採択をバックアップして

いる。 

 これらのことから、高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、

機能していると判断する。 

  

Ａ－１－② 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 重点目標（１）の活動の成果として、各教員の著書、原著論文、学会の口頭発表、特許申請等を掲載し

た研究業績を当校ウェブサイトに公開している。平成23～27年度の５年間の著書・論文等の研究業績件数

は平均400件程度で推移しており、研究活動は継続的に行われている。特許申請も行っている。教員の半

数以上が校内のグループ研究に参加しており、縦横の連携による研究活動を行っている。東北大学との協

定研究員及び受託研修員として、また在外研究員として共同研究を遂行している教員もいる。教員の研究

成果は、学術団体及び研究財団により、平成22～26年度の５年間で41人が表彰されている。 

 重点目標（２）については、研究推進センターを活用した共同研究の成果があり、平成27年度の外部組

織と共同で実施した共同研究は25件となっている。 

 産学連携振興会と連携して、毎年、東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウムを共催しており、

当校のみならず、東北地区の高等専門学校の学生の研究力向上への支援を行うとともに、産学官交流技術

フォーラムを開催し、地域企業及び地方公共団体との意見交換の場を設け、地域を含む産学官との連携の

強化を図っている。 

 地域企業の技術相談から技術開発、事業化へのニーズに応え、県内外の大学、高等専門学校等が連携し

て支援を行うＫＣみやぎ推進ネットワークに参画し、各種出展、講演会等に参加している。県内企業をは

じめとする技術相談は、平成26年度で44件となっている。 

 重点目標（３）の成果は外部資金獲得状況により把握しており、平成21～23年度にかけての文部科学省

補助金関係の受入金額の突出は、平成21年度文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プロ

グラム（戦略ＧＰ）」及び科学技術戦略推進費補助金が採択されたためであるが、戦略的基盤技術高度化支

援事業の受託事業や科学技術振興機構の受託事業などの大型資金も採択されている。平成26、27年度大学

改革推進等補助金（大学改革推進事業）高等専門学校分採択状況によると、採択額は全国立高等専門学校

の中で１位となっており、平成25年度の共同研究費・受託研究費・科研費の獲得額は全国立高等専門学校

の中で６位となっている。 

 科研費は、平成23年度に34.5％の新規採択率を達成しており、平成23～27年度の５年間の採択率の平

均は20％となっている。平成27年度の科研費新規採択は、全国立高等専門学校の中で３位となっており、

これらの外部資金の獲得により、教育研究環境の充実を図っている。 

 これらのことから、研究の目的に沿った活動の成果が上げられていると判断する。 

  

Ａ－１－③  研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、機能しているか。 

 教員の研究活動の実施状況は教員業績システムにより把握している。 
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 教育研究交流会を実施し、校長及び副校長が直接指導して、研究活動に関する自己点検・評価を行って

おり、自己点検・評価結果は、運営諮問会議による外部評価において、研究活動に関する提言を受け、改

善を図っている。校内においても、評価室・改善室が研究活動の評価及び改善を行っている。 

 産学連携活動に関しては、産学連携振興会企画部会・総会において提言を受け、改善を図っている。研

究助成については、報告書及び発表により、評価を受けている。 

 外部資金獲得セミナーでは、グループ討論により、教員の研究活動への意識、時間や設備等の研究環境

の問題点を当校幹部教員は把握している。平均して月に１回開催している教育研究交流会において、研究

活動のプレゼンテーションを行い、活発な議論により、研究活動の状況把握、今後の研究活動に関する提

言をしている。また、グループ研究申請書・実績報告書に基づくヒアリングにより校長・当校幹部教員は

研究活動状況を把握し、校内の研究環境の問題点を抽出している。 

 把握した研究活動の問題点の改善活動の一例として、研究推進センターでは、センターに設置すべき機

器及び保守すべき機器の調査を行い、今後の導入計画を立てている。  

 科研費の申請に関しては、申請書の講習会だけでなく、申請した場合及び採択を受けた場合に教員研究

費にインセンティブを付与することにより申請件数は増え、採択件数の水準を維持している。採択率向上

のため、科研費チェックシートにより名誉教授、コーディネータも含めた他教員による申請書のチェック

を実施している。 

 これらのことから、研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、

機能していると判断する。 

  

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 

 

【優れた点】 

 ○ 研究・教育活動及び地域貢献活動等の拠点として、研究推進センターを設置し、その中に地域イノ

ベーションセンター、ＣＯ－ＯＰ教育センター、ＩＣＴ先端開発センターを設置するとともに、地域

を含む産学官との連携強化のための産学連携振興会を設置し、高等専門学校の教育研究活動の支援を

行っている。その成果は、教員の研究業績の件数、外部組織と実施した共同研究の件数、地域を含む

産官学との連携活動等において顕著である。 

 

 ○ 競争的研究資金の獲得による教育研究環境の充実のために、教員が科学研究費助成事業、共同研究、

受託研究、寄付金等の申請・獲得を積極的に行うよう、研究推進センター及び事務部企画室を窓口と

した支援体制をとっており、公募情報の定期的な配信、申請書の説明会、科学研究費助成事業による

外部資金の獲得実績の豊富な講師による講演会の開催等を実施することにより、高いレベルの外部資

金獲得状況を継続している。 
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【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ｂ－１－① 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスが

計画的に実施されているか。 

 仙台高等専門学校ＩＣＴ先端開発センター規則第２条に規定する目的「地域産業との連携により、人材

育成、サービス事業等の社会貢献の推進に資すること」に従い、地域や企業に対して行う教育サービスの

目的を以下のとおり掲げている。 

① 地域企業技術者の専門技術のスキルアップ支援による人材育成 

② 低年齢層からの理工系教育の地域貢献活動 

③ ＩＣＴ活用・教育支援の推進 

 この教育サービスの目的に照らして、以下の活動を行うこととしている。 

① 企業の一般社会人に対して、本校開設コースの専門知識を学習する機会を提供する。 

② 近隣の小中学校へ出前授業を実施し、教育サービスを提供する。 

③ 公開講座等を開催し、小学生から一般社会人まで、広い分野で学習できる機会を提供する。 

 低年齢層に対する取組としては、出前授業以外にも、エコラン用電気自動車製作教室等の各種科学イベ

ント、わくわく体験教室等を積極的に行っている。また、一般社会人に対しては、公開講座のほか、ＩＣ

Ｔ先端開発センターにおける社会人キャリアアップコースとして、組込み技術者育成コースやネットワー

ク技術者育成コース等を実施している。 

 各目的に対して、以下のサービスを実施している。 

① 社会人キャリアアップコースは、当校では人材育成の社会的ニーズに対応するため、主に社会人を対

象とした専門教育システムとして開発した技術者育成コース制度であり、平成 22～27 年度の６年間で

延べ148人の受講生を受け入れており、例えば、ネットワーク技術者育成コースに関する情報はウェブ

サイトに公開するとともに、県内企業から幅広く受講生を求めるため報道機関等を利用して宣伝をして

いる。 

② 小中学校への出前授業は、青少年の理科離れ、学力低下が叫ばれる中で、当校教職員の専門性を活か

し、小中学校に自然科学や技術の楽しさ、面白さを理解してもらうことを目的に、教育研究技術支援室

が主体となり、平成 17 年度から近隣の小中学校等に出向いて出前授業を実施している。出前授業に関

する情報はウェブサイトで公開している。小中学校への出前授業のテーマ数は平成18年度11件、平成

24年度13件、平成25年度12件、平成26年度11件、平成27年度７件となっており、地域の小中学校

等の理科教育に貢献している。 

③ 公開講座は、低年齢層からの理工系教育の普及、活動及び地域貢献の取組として、25年以上継続して

実施している。公開講座に関する情報はウェブサイトに公開している。平成 23～26 年度までの公開講

座の開催件数は７～10件前後で、受講者数は平均80人程度となっている。理工系の内容以外にも、「英

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

Ｂ－１ 高等専門学校の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ、

成果を上げていること。 



仙台高等専門学校 

2-(1)-8 

語の多読を楽しもう」や「小・中学生タグラグビー教室」等幅広い内容の公開講座を実施している。 

わくわく体験教室は、平成22～27年度の６年間の平均で150人程度の参加者となっており、平成22年

度は250人程度の参加者となっている。理工系の体験による理科教育は地域の小中学生に対して実施して

いる。 

 エコラン用電気自動車製作教室等の各種科学イベントは平成24年度以降定着し、各科学イベントの参加

者総数は平成24年度に1,530人となり、平成23～27年度の５年間の平均参加者数は1,200人程度となっ

ている。 

 これらのことから、高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されていると判断する。 

 

Ｂ－１－② サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。また、改善のためのシステ

ムがあり、機能しているか。 

① 社会人キャリアアップコースに関しては、ＩＣＴ先端開発センターが、実施された内容について検討

を行い、次年度の実施に向けて改善を行っている。 

② 出前授業に関するアンケートで、例えば、「簡単な電子回路工作入門」「簡単な電子回路工作入門 ～

暗くなると点灯するＬＥＤ」「段ボールの大砲で的を倒そう」の「授業は楽しかったですか？」に対す

る「楽しかった」という回答はそれぞれ99％、96.7％、95.4％となっており、参加者の満足度が得られ

た結果となっている。また、アンケートは次年度の授業内容の改善にも役立てている。 

③ 公開講座に関しても、毎年、講座終了後にアンケートを実施しており、平成26年度は７件の講座を実

施し、受講者数 65 人のうち、アンケートに総合評価全体で「良い」と答えた受講者は約 90％となって

おり、講座の内容については好評を得ることができている。 

平成 25 年度に実施したわくわく体験教室についても講義内容で「満足」と回答した受講者はほぼ 90％

となっている。公開講座とわくわく体験教室も、実施後にアンケートを行い、内容の改善に努めている。 

また、エコラン用電気自動車製作教室については、受講者へのアンケートを実施して内容の改善に努め、

学会での報告も行っている。 

これらのことから、サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっており、また、

改善のためのシステムがあり、機能していると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 

 

【優れた点】 

 ○ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの提供に関して、地域企業技術者のスキルアップ支援に

よる人材育成、低年齢層からの理工系教育の地域貢献活動、ＩＣＴ活用・教育支援の推進を目的とし

て、企業等の一般社会人に対して専門知識を学習する機会の提供、近隣の小中学校への出前授業の実

施、小学生から一般社会人までに対して広い分野で学習する機会を提供する公開講座の開催等の活動

を継続的に実施してきており、安定した参加者数や参加者の高い満足度から見て、成果を上げている。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 仙台高等専門学校 

（２）所在地 宮城県仙台市青葉区愛子中央4丁目16番1

号 

（３）学科等の構成 

学 科：機械システム工学科、電気システム工学

科、マテリアル環境工学科、建築デザ

イン学科、知能エレクトロニクス工学

科、情報システム工学科、情報ネット

ワーク工学科 

専攻科：生産システムデザイン工学専攻、情報電

子システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成28年５月１日現在） 

学生数：学 科 １，４３６人 

    専攻科   １５１人 

専任教員数：１２２人 

助手数：１人 

２ 特徴 

 本校は、宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専

門学校とを高度化再編し、平成21年10月1日に仙台高等

専門学校（名取キャンパス・広瀬キャンパス）として設

置した。 

 高度化再編にあたっては、日本の高度経済成長時代を

支える中堅技術者の育成を目的に設置された高専を、時

代の要請と産業会の要請に沿った新たな高専として再生

すること念頭に、宮城工業高等専門学校の５学科（機械

工学科、電気工学科、建築学科、材料工学科、情報デザ

イン学科）と、仙台電波工業高等専門学校の４学科（情

報通信工学科、電子工学科、電子制御工学科、情報工学

科）を、名取キャンパスの生産システム工学系４学科と、

広瀬キャンパスの情報電子システム工学系３学科とによ

る、豊富な学科構成とした。また、工学基礎力と融合複

合領域への技術的・学問的素養を兼ね備えた、幅広い場

で活躍する実践的・創造的技術者を養成している。 

 また、専攻科においては宮城工業高等専門学校の専攻

科（生産システム工学専攻、建築・情報デザイン工学専

攻）と仙台電波工業高等専門学校の専攻科（電子システ

ム工学専攻、情報システム工学専攻）をひとつの専攻科

の２つの専攻に統合し、入学定員を大幅に拡大し、科学

技術の進展や国際化にも対応し活躍できる実践的技術者

を養成している。 

 さらに、地域社会との連携・地域貢献の核となる３つ

のセンター（地域イノベーションセンター、CO-OP教育

センター、ICT先端開発センター）を新たに設置し、東

北地区の拠点校として、地域の産業界との共同研究や技

術相談、企業人材教育への協力、企業技術者と連携した

高専教育の推進、地域の理科教育を支援し、地域と社会

の発展に貢献している。  

沿革 

（宮城工業高等専門学校） 

昭和38年 宮城工業高等専門学校設置 

平成10年 専攻科を設置 

平成16年 独立行政法人国立高等専門学校機構 

     宮城工業高等専門学校となる 

（仙台電波工業高等専門学校） 

昭和18年 財団法人東北無線電信講習所として設立 

     官立無線電信講習所仙台支所となる 

昭和20年 官立仙台無線電信講習所として独立 

昭和24年 仙台電波高等学校（国立）となる 

昭和46年 仙台電波工業高等専門学校となる 

平成５年 専攻科を設置 

平成16年 独立行政法人国立高等専門学校機構 

     仙台電波工業高等専門学校となる 

（仙台高等専門学校） 

平成21年10月 宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高

等専門学校を高度化再編し、仙台高等

専門学校を設置 

 本校の最大の特徴は、国内４県（宮城・富山・香川・

熊本）に高度化再編により設置されたスーパー高専のひ

とつであり、本校においては、大括りの２工学系の中に

それぞれ複合技術分野の学科及び専攻科を設置し、準学

士課程及び専攻科課程の拡充、社会人キャリアアップコ

ースの設置による地域人材育成推進を図るとともに、地

域連携・地域貢献の中心となるセンターを整備している

ことにある。そして、平成 14 年度には、日本技術者教

育認定機構（JABEE）によって、本校の専攻科の教育プ

ログラムがJABEE認定基準に適合しているとの認定を受

けており、平成19年度及び平成24年度に継続認定とな

り、本校の教育システム・卒業生の能力は、大学と同等

であることが国際的に認められている。 
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ⅱ 目的（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

仙台高等専門学校の使命 

 高度に複合化した産業界で技術開発の中核を担う実践的･創造的な能力を有し、次世代のものづくり技術者と

して国際的に通用する、人間性豊かな人材の養成を通じて、科学技術と人間社会の調和的発展に寄与する。 

 

教育目標 

 仙台高等専門学校は、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育方（昭和22年法律第26号）に基づき、

深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的としている。この目的を達成するため、以下

の教育目標を設定している。 

 １．主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成 

 ２．創造的で高度な実践的技術者の養成 

 ３．国際的視野で社会に貢献できる技術者の養成 

 

学科・専攻科ごとの教育目標 

１ 準学士課程 

 各学科の教育目標は次のとおりである。 

〔機械システム工学科〕 

 機械工学に関する確かな基礎力と、未来社会を担う電気・材料分野を融合した新機械工学分野に対する応

用力を備えた、エンジニアリングデザイン能力の高い機械系技術者の養成を目標とする。 

〔電気システム工学科〕 

電気工学の基礎と技術の習得により、多岐に亘る応用分野を互いに関連付けながら総合的に支え発展させ

るとともに、工学技術者として社会に貢献する人材の養成を目標とする。 

〔マテリアル環境工学科〕 

 マテリアル・環境の講義・実験を通して、環境に視点を持ち、多様なマテリアル開発や工業製品への応用

の素養をもつ技術者の養成を目標とする。 

〔建築デザイン学科〕 

 建築耐震構造の安全性など災害への対応、高齢化社会及び障害者バリアフリーなど社会環境整備への対応、

地方中小都市活性化への対応、環境共生・エネルギー問題への対応など、社会の要求が高度化している状況

の中で、建築学に基礎を置き、住まいから都市に至る住環境・社会環境のプランニング＆デザインを行うた

めの基礎知識と基礎技術を身に付けた技術者の養成を目標とする。 

〔知能エレクトロニクス工学科〕 

 インテリジェント（知能）化が進むエレクトロニクス機器の動作原理を理解するとともに、それらを開発

するために必要とされる各種要素技術について幅広く学修し、ハードウェアを主体としてソフトウェアも充

分に活用できる技術者の養成を目標とする。 

〔情報システム工学科〕 

 コンピュータシステムの基礎から応用技術までを学修し、世界中に拡がる情報を人々の生活に活用できる

能力を有する技術者の養成を目標とする。 

〔情報ネットワーク工学科〕 

 社会活動や人々の生活を支える最先端の情報ネットワークの構造と仕組みを、電気通信技術・ネットワー

キング技術・ネットワークシステム技術の３つの柱のもとバランスよく学修し、情報ネットワークの設計・
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構築・運用・応用ができる技術者の養成を目標とする。 

２ 専攻科課程 

 各専攻の教育目標は以下のとおりである。 

〔生産システム工学専攻〕 

 持続可能な社会の実現に資する、分野にとらわれない技術の複合・融合化や、全ての工程を見通した総合

的な技術革新に携わることのできる、高度なエンジニアリングデザイン能力を身に付けた、国際的に通用す

る技術者の養成を目標とする。 

〔情報電子システム工学専攻〕 

 最先端の情報・電子製品を構成している情報・電子システム及びその融合技術に精通し、人間・社会・環境等

に優しい技術開発に関与できる高度なエンジニアリングデザイン能力を身につけた、ものづくり日本の伝統を継

承できる国際的に通用する技術者の養成を目標とする。 
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ⅲ 選択的評価事項に係る目的（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

仙台高等専門学校では、社会から高専に期待されている「中堅技術者の養成から、幅広い場で活躍する実践

的・創造的技術者の養成へ」に応えるために、２工学系７学科・専攻科２専攻及び３センターから構成される仙

台高等専門学校の教育研究上の理念を「高度に複合化した産業界で技術開発の中核を担う実践的・創造的な能力

を有し、次世代のものづくり技術者として国際的に通用する、人間性豊かな人材の養成を通じて、科学技術と人

間社会の調和的発展に寄与する。」と設定している。 

 これを実現するために、「１．主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成」「２．創造的で高度な実践的

技術者の養成」「３．国際的視野で社会に貢献できる技術者の養成」を教育目標に掲げている。 

 この教育理念と教育目標を実現するには、教員自らが、科学技術分野における最先端の研究活動に従事し、学

会等への成果の公表を通して教育研究の資質を培うとともに、研究ニーズとシーズのマッチングによる地域社会

への貢献に努め、さらには、研究資金獲得により潤滑な学校運営に寄与する必要がある。 

 

 そのため、 

（１） 教員の研究活動による専門技術分野への学術的貢献がもたらす教育的資質の向上と、それによる教育内

容の充実 

（２） 共同研究、受託研究及び技術相談による地域を含む産学官との連携強化 

（３） 競争的研究資金の獲得による教育研究環境の充実 

  を重点目標としている。研究推進センターが支援体制となっており、各事項の主な内容は、次のとおりである。 

 

１．教員の教育的資質の向上と教育内容の充実につながる研究活動 

 教員の専門技術分野がもたらす産業界の発展を背景にした研究活動に精力的に取り組み、技術や情報等を教育

に還元することは、学生に創造的で高度な技術を継承させるとともに、学習意欲の高揚に繋がる。さらに、卒業

後も、本校で培った創造力・実践力は社会のニーズに迅速に対応できる素地となり、広くは国際的視野で社会に

活躍できる技術者としての基盤を築くものといえる。 

 

２．地域を含む産学官との連携強化 

 地域社会への貢献は、高専に課された使命のひとつである。学術機関のみならず地域の民間企業並びに地方公

表団体関係機関とも連携を図っている。地域とのニーズとシーズのマッチングに取り組み、地域企業が抱える技

術課題の解決に、共同研究、受託研究及び技術相談により本校教員が寄与している。一部は、学生の研究題目と

して設定し、社会人基礎力の育成を目指している。 

 地域連携の支援体制として、研究推進センターと、地域産業界を結ぶパイプ役として「仙台高等専門学校産学

連携振興会」が設置されている。 

 

３、教育研究環境の充実 

 教員及び学生の研究環境を充実させるためには、高性能な設備を保有し、その保守を継続的にすることが必要

である。そのために科学研究費補助金（科研費）、共同研究、受託研究及び寄付金の申請、獲得を精力的に行っ

ており、研究推進センターがその支援を行っている。 
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選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

（１）正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的 

本校のＩＣＴ先端開発センター規則（目的）に「地域産業との連携により、人材育成、サービス事業

等の社会貢献の推進に資すること」とある。さらに、高専機構法の第１２条第１項第４号に規定する「公

開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習機会を提供すること。」に照らして、本校では、正規課

程の学生以外に対する教育サービスの目的として、次のような項目を掲げている。 

① 地域企業技術者の専門技術のスキルアップ支援による人材育成 

② 低年齢層からの理工系教育の地域貢献活動 

③ ＩＣＴ活用・教育支援の推進 

 

（２）正規課程の学生以外に対する教育サービス活動 

本校は、この教育サービスの目的に照らして、次のような活動を行っている。 

① 企業の一般社会人に対して、本校開設コースの専門知識を学習する機会を提供する。 

② 近隣の小中学校へ出前授業を実施し、教育サービスを提供する。 

③ 公開講座等を開催し、小学生から一般社会人まで、広い分野で学習できる機会を提供する。 

低年齢層に対する取組としては、出前授業以外にも、エコラン用電気自動車製作教室等の各種イベン

ト、わくわく体験教室など積極的に行っている。また、一般社会人に対しても、公開講座のほか、ＩＣＴ

先端開発センターにおける社会人キャリアアップコースを組込み技術者育成コースやネットワーク技術者

育成コースなど活発に実施している。 
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ⅳ 自己評価の概要（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

本校では、適切な研究体制が整備され、その支援体制も機能している。本校の研究体制は、教員の教育的資

質の向上と教育内容の充実につながるよう、教育活動と連携しながら専門の研究分野において活発に研究を遂

行し、本科の卒業研究及び専攻科の専攻研究への教育に還元するという形で進めている。その結果多くの著書・

論文等を発表しており学術団体からも高く評価されている。 

研究・教育活動及び産学連携活動等の拠点として、高度技術の集積促進を図り、研究・教育活動及び地域貢

献活動を推進することを目的とする研究推進センターが設置されている。数多くの機関との協定が結ばれ、地

域社会・産業界との連携・協力を積極的に推進するために産学連携振興会が設置されており、技術相談にも積

極的に応じている。 

科研費、共同研究、受託研究及び寄付金の申請、獲得を積極的に行うための事務部企画室による支援体制が

整っており、産学官連携コーディネータ並びに知的財産コーディネータも配置している。その結果、高いレベ

ルの外部資金獲得状況にあり、研究環境の充実に繋がり、研究活動に良い効果をもたらしている。 

また、研究活動の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制も整備され、機能している。 

 

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

本校のＩＣＴ先端開発センター規則（目的）に「地域産業との連携により、人材育成、サービス事業等の社

会貢献の推進に資すること」とある。さらに、高専機構法の第１２条第１項第４号に規定する「公開講座の開

設その他の学生以外の者に対する学習機会を提供すること。」に照らして、本校では、正規課程の学生以外に対

して教育サービスを行う目的を、①地域企業技術者の専門技術のスキルアップ支援による人材育成、②低年齢

層からの理工系教育の地域貢献活動、③ＩＣＴ活用・教育支援の推進として、掲げている。 

これらの教育サービスの内容は、①企業の一般社会人に対して、本校開設コースの専門知識を学習する機会

を提供する、②近隣の小中学校へ出前授業を実施し、教育サービスを提供する、③公開講座等を開催し、小学

生から一般社会人まで、広い分野で学習できる機会を提供する、④キャリアアップ教育を実施し、教育サービ

スを提供する、⑤エコラン用電気自動車製作教室等の各種イベントやわくわく体験教室を実施し、低年齢層か

ら一般社会人に理工系のさまざまな魅力を提供するものである。 

具体的な事例として、以下の活動を行っている。 

人材育成の社会的ニーズに対応するため、技術者育成コース受講生を受け入れる制度が整備されている。こ

れらは、受け入れ実績もあり、広く地域社会に本校の専門的知識と高度な設備等の教育資源を直接提供してい

る。 

出前授業については、教育研究技術支援室が主体となり、各教職員よりテーマを集め、ホームページで公開

される。申し込んだ小中学校の教諭等とそのテーマの技術専門職員並びに担当教員とが打ち合わせをして計画

書を作成し、実施している。小中学校への出前授業は、平成１７年度の開始以後増加し続け、平成２１年度に

ピークに達し、最近２年はやや減少しているが、それでも開始時並みの回数を行っている。 

キャリアアップ教育は、従来からＩＣＴ先端開発センターを中心に社会人キャリアアップコース技術者育成

コース等を活発に行ってきた。 

各種化学イベントはイベント数、参加者数とも安定傾向にあり、活発な状況になっている。また、サイエン

スデーにあっては参加者が増加している。 

これらの取組は実施時にアンケートを取るなどし、参加者の意見を取り入れ、改善を図っている。また、教

職員の意見を反映させる体制もできており、例えば、出前授業の回数制限はその一例である。 
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ⅴ 自己評価書等 

 

 対象高等専門学校から提出された自己評価書本文については、機構ウェブサイト（評価事業）に掲載しており

ますのでご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

機構ウェブサイト  http://www.niad.ac.jp/ 

 

  自己評価書     http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou201703/ 

kousen/no6_1_3_jiko_sendai_k_s201703.pdf 
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